
製品説明書 製品名               トアアクロン Ｍ－３５ ＷＨ          

 

適 合 規 格  ― 

系 統 吹付けアスベスト除去用薬剤及び吹付けアスベスト及び石綿含有塗材除去後下塗用塗料 

特 長 

１）吹付けアスベスト層への濡れ性、浸透性が優れています。 

２）アスベスト繊維への湿潤性能に優れ飛散を抑制します。 

３）各種下地に対する浸透性・付着性に優れています。 

４）各種上塗り塗料の塗装が可能です。 

５）水性で安全性に優れています。 

用 途 
１）吹付けアスベストの飛散抑制剤 

２）吹付けアスベスト除去後の下塗り塗料 

３）石綿含有塗材除去後の下塗り塗料 

荷 姿 １８kg 石油缶 労働安全衛生法による表示の種別 

混 合 比         ――――――――― 
 

––––––––––––––––––– 

可 使 時 間         ――――――――― 

色 相  白 

乾燥時間（２３℃） 指触  0.5 時間   硬化 1 時間 

塗装間隔（２３℃） 下限  1 時間   上限 ― 時間 

標 準 塗 付 量 
（ｋｇ／㎡／回） 

アスベスト飛散抑制剤として 

アスベスト面の厚み 

  ５mm ：０.６㎏/㎡ （１２倍希釈した処理剤）  

１０mm ：１.０㎏/㎡（    〃     ）  

１５mm ：１.５㎏/㎡（    〃     ）      

２５mm ：２.５㎏/㎡（    〃      ）  

  除去後の下塗用 

エアレス    ０.１２～０.１５ 

ローラー    ０.１０～０.１２ 

は  け    ０.１０～０.１２ 

１缶当たり  １２０㎡（除去後の下塗り用） 

塗 装 方 法 エアレス、ローラー、はけ 有 機 溶 剤 中 毒 予 防 規 則 の 種 別 

希 釈 剤 上  水 

 
希 釈 率 （ ％ ） 

アスベスト飛散抑制剤として   １２００ 

除去後の下塗用  エアレス   ０～１０ 

ローラー   ０～ ５ 

は  け   ０～ ５ 

貯 蔵 安 定 性 ６ヵ月 毒物および劇物取締法による表示 

消 防 法 に よ る 表 示         ―――――――――― –––––––––––––––––––– 

塗 装 上 の 注 意 
１．塗料缶に表示している注意事項を確認の上ご使用ください。 

２．下塗り塗料として使用する際は、気温５℃以下もしくは湿度８５％以上の時は使用を避け

てください。 

適合する主な上塗塗料 
または下塗塗料 

下塗塗料： –––––––––– 

上塗塗料：トアスイセイアクレ,ハイウェザーＤＣ,トアスイセイウレタン 

    ウォルテックスハイリッチ、トアＶフリーマット、トアスイセイヒスイ 

 

 

 

２０２２．３．



組成表・試験成績表 

 

商 品 名 トアアクロンＭ－３５ ＷＨ 
規 格 社 内 規 格 

 

組 成 成        分 ％（重量比） 

 

 

 
着 色 顔 料 
体 質 顔 料 
特 殊 ア ク リ ル エ マ ル シ ョ ン 
添 加 剤 

水 

 
１３．０ 

   １７．０ 
３９．０ 
５．３ 

２５．７ 

 合        計 １００．０ 

 

試 験 結 果 下記の数値は実績値に基づいた標準値です。 

試 験 項 目 試 験 成 績 規               格 

 容 器 の 中 で の 状 態 合  格 かき混ぜたとき，堅い塊がなくて一様になるものとする。 

 

塗 装 作 業 性 合  格 はけ塗りに支障があってはならない。 

塗 膜 外 観 合  格 塗膜の外観が正常であるものとする。 

乾 燥 時 間 （ｈ）    

（表面乾燥） 
１ ２以下 （２３℃） 

隠 ぺ い 率 （ ％ ） 合  格 ９３以上 

低 温 安 定 性 合  格 －５℃に冷やしたとき変質してはならない。 

 低 温 造 膜 性 合  格 ５℃で塗膜形成に異常があってはならない。 

 

上 塗 り 適 合 性 合  格 上塗りに支障があってはならない。 

耐 水 性 合  格 水に９６時間浸したとき異常があってはならない。 

耐 ア ル カ リ 性 合  格 水酸化カルシウムの飽和溶液に４８時間浸したとき異常があってはならない。 

   

   

   

   

   

２０２２． ３． 


